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レーダがとらえた桜島噴煙 －電子ブックを利用した研究紹介－ 

Sakurajima Eruption Clouds Observed by Radar -Introduction of Research Results via E-book- 
                        

〇真木雅之・佐野香那・中村啓彦・桜島噴煙観測プラットフォーム研究会メンバー 
〇Masayuki. MAKI, Kana SANO, Hirohiko NAKAMURA,  

Members of Study Group on the Observation Platform for Sakurajima Eruption Clouds 
 

This study attempts to compile a report for a research project. Specifically, we try to use the e-book to introduce 
the research results of JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research, the "General Joint Research" of the Disaster 
Prevention Research Institute of Kyoto University, and the "Project for Next-Generation Volcano Research and 
Human Resource Development" of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology. The title of 
the e-book is "Sakurajima Eruption Clouds Observed Radar" (edited by Masayuki Maki, Kana Sano, and Hirohiko 
Nakamura). The e-book consists of Part 1 and Part 2. A total of twelve one researchers contribute the contents of this 
e-book. We introduced general topics related to volcanic plumes in Part 1 and intend for students and the public who 
are interested in volcanoes as readers. In Part 2, we described the results of radar analysis of past eruptions of 
Sakurajima. We intend for those in charge of volcanic disaster prevention and students majoring in volcanology, 
who are beginners in radar. Note that one of the advantages of e-books is the use of videos. 
 

研究成果の発表にはその内容の完成度や発表の

目的によりいくつかの段階がある．完成度がそれ

ほど高くない場合には，大学の場合だと研究室の

ゼミ等で途中経過が発表される．ある特定の分野

において，内容の完成度が高く新規性がある場合

には，学会での口頭発表や学術雑誌上での発表が

ある．内容が普遍的な場合には教科書として出版

される．このように，研究成果の公開までの経過

には長い歴史があり，過去も現在も大きく変わら

ない．一方，発表媒体としては大きく変化してい

る．以前は書籍や学術雑誌は紙ベースに限られて

いたが，現在は電子ジャーナルあるいは電子ブッ

クとして公開される場合が出てきた．また，実験

の様子などを動画で紹介できる雑誌なども登場し

ている．  
上述した研究成果の発表は学術研究に関するも

のであるが，もう一つの研究成果の発表として研

究プロジェクトの報告書がある．例えば，科研費

や受託研究などの報告書である．この場合，学術

雑誌のような査読はなく，報告書の書式も自由な

場合が多い．科研費では，従来のような詳細な報

告書を書く必要がなく，学会などでの研究発表の

リストを提出すれば良くなった．委託研究の報告

書の場合，発注者への報告であるために，契約内

容が着実に達成されているかどうかを記載する必

要がある． 

本タイトルである「電子ブックを利用した研究

成果の紹介」は，研究プロジェクトの成果報告を

まとめるにあたって，電子ブックの利便性や効果

を体験するために試みたものである．具体的には

これまで実施してきた JSPS 科研費研究，京大防

災研「一般共同研究」，文科省「次世代火山研究・

人材育成プロジェクト」などの研究成果を紹介し

ている．電子ブックの一つの利点である動画を利

用している点に注目して欲しい． 
電子ブック「レーダがとらえた桜島噴煙」は，

Part1 と Part2 から構成される（Fig.1）．Part1 では

噴煙に関する一般的な話題について説明されてい

る．火山に興味を持つ学生や一般の人を読者とし

て想定している．Part2 は桜島の過去に発生した噴

火事例についてレーダの解析結果を紹介する．火

山防災の担当者や火山学専攻の学生でレーダの初

心者を対象にしている．各項目の執筆は桜島噴煙

観測プラットフォーム研究会のメンバーが担当し

た（Fig.2）． 
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Fig. 1 PDF version of the e-book “SAKURAJIMA ERUPTION CLOUDS OBSERVED BY RADAR”. Cover page (left) 
and Table of contents (middle and right). 
 

 

Fig.2 Members of “Study Group on the Observation Platform for Sakurajima Eruption Clouds”. 
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